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●「PATENT  ATTORNEY」 は
　「弁理士」のことです。
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ッ
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「
S
O
L
A
R 

S
P
E
C
」

明治日本の産業革命遺産
三池炭鉱万田坑／熊本県
※明治から戦後まで日本の経済成長を
　牽引した、炭鉱施設のシンボル。

日本弁理士会マスコットキャラクター
「はっぴょん」

絶賛放送中！！絶賛放送中！！



△△特許事務所

弁
理
士
を

簡
単
に

探
せ
る
と

い
い
の
で
す
が…

日
本
弁
理
士
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

『
弁
理
士
ナ
ビ
』

と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
よ
。

探
し
た
い

弁
理
士
の

条
件
を
入
力
す
れ
ば

候
補
が
上
が
っ
て
き
て…

…

、

ど
れ

  

ど
れ…
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弁理士ナビ

各
弁
理
士
の

所
属
事
務
所
、

専
門
・
技
術
分
野
、

経
歴
情
報
な
ど
も

出
て
き
ま
す
よ
。

詳
し
く

載
っ
て
い
ま
す
ね
。

弁
理
士
研
修
の

履
修
状
況
も
載
っ
て

い
る
ん
だ
よ
ね
〜

チ
ェ
ッ
ク

ホ
ッ

自
分
の
確
認
に

使
っ
た
り…

す
る
事
も
出
来
ま
す
。

便
利…

　

便
利…

!!

『
弁
理
士
ナ
ビ
』
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ホ
ラ
っ
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　　　掃除機の新しいデザインを創作
　　 しましたが、意匠登録出願すべきか
悩んでいます。物の形状等のデザインは
著作権や不正競争防止法でも保護が可
能であると聞きましたが、意匠権を取得す
る必要はあるのでしょうか？

　　　結論からいえば、本デザインを適切
　　 に保護したいのであれば、意匠登録
出願することをお勧めします。物の形状等
のデザインは著作権や不正競争防止法
でも保護が可能ですが、一定の制約があ
るからです。
　まず、著作権についてですが、著作権
の保護対象となる著作物は、彫刻などの
美術工芸品や建造物などであり、掃除機
のような工業製品は、原則として著作物と
は認められません。そのため、本デザインを

著作権で保護することは難しいです。
　また、不正競争防止法が適用されるの
は、本デザインが模倣された場合に限ら
れ、かつ、そのデザインはほぼデッドコピー
でなければなりません。
　他方、意匠権は、デザインが類似してい
る場合にも効力が及ぶうえに、第三者が
模倣した場合に限られず、偶発的にデザ
インが似ている場合でも効力が及びます。
　このように、本デザインの保護には、特
段の制約なく権利の行使が可能である意
匠権が最も適していると考えますが、意匠
登録するには登録要件を満たす必要があ
りますので、具体的な方針は、お近くの弁
理士にご相談されることをお勧めします。

◎このコーナーでは知的財産権に関する皆さまの質問にお
答えします。質問事項を記載して、下記の住所にハガキ、
FAX.03-3519-2706又は メール panf@jpaa.or.jp で
日本弁理士会 広報・支援室「Q&A係」までお送りください。

…………………………………………………
特許庁からのお知らせ

海外での知財訴訟リスクを減らしませんか
特許庁は、中小企業が海外の知的財産侵害の係争に巻
き込まれた場合に対応するため、海外での知的財産訴訟
費用を賄う団体保険制度を創設し、中小企業の加入時の
掛金の1/2を補助しています（平成29年2月1日始期分ま
で）。海外展開時の知財のリスク対応への支援策です。

◆本保険の申し込み方法等につきましては、以下のページをご覧
ください。
https://www.jpo.go.jp/sesaku/shien_sosyou_hoken.htm
※検索エンジンで「特許庁　海外知的財産訴訟費用保険」でも
検索できます。

阪間和之（作） 飯岡菜子（画）

JPAA
Information

JPAA
Information

テレビ番組「PATやってみた！」
　平成２８年１０月から平成２９年１月初旬まで、中国地方の５県
において「PATやってみた！」を放映中です。
　この番組では企業の知的財産にスポットを当て、その可能
性に挑戦する様子を約３分間の映像にまとめています。また、
弁理士及び知財制度についてコミック形式で紹介するコー
ナーもございます。
　番組は、放映終了後
に当会ホームページの特
設ページでご覧いただけ
ます。
※特設サイト  http://www.jpaa.or.jp/tv/

ラジオ番組「こちら知的財産相談室」「おしえて！はっぴょん」
　平成２８年１０月から平成２９年３月まで、中央FM（東京都の
コミュニティFM）にて放送中です。
　「こちら知的財産相談室」では弁理士とパーソナリティの
やり取りを通して、また、「おしえて！はっぴょん」ではタレントの
藤原麻里菜さんのユニークな発明品をネタに、それぞれ弁理士
が知財制度をわかりや
すく説明しています。
　番組は、放送終了後に
番組特設ページでお聴き
いただけます。
※特設サイト  http://benrishi-radio.jp/

テレビ番組 
ラジオ番組
の放送について

○補助対象
　日本商工会議所の会員企業、全国商工会連合会の会
員企業、全国中小企業団体中央会の会員組合に加盟
する企業であって、中小企業基本法で定める中小企業
○募集期間
　随時　※平成29年2月1日始期分まで中途加入が可能
○保険期間
　毎月1日 午前0時から平成29年6月30日 午後12時

※中国地方の、以下のTV局で放映しています。
　テレビ新広島／毎週金曜日 22:52～放送
　岡山放送／毎週水曜日 21:54～放送
　山陰中央テレビ／毎週日曜日 21:54～放送
　テレビ山口／毎週月曜日 22:54～放送

※中央エフエム（84.0MHz）で放送しています。
　「こちら知的財産相談室」毎週 月・水・金曜日
　11:55～12:00、14:55～15:00（再放送）
　「おしえて！はっぴょん」毎週 火・木曜日
　11:55～12:00、14:55～15:00（再放送）
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ヒット商品は、こうして生まれた！　

株
式
会
社
Wa
ve       

Energ
y 

の
太
陽

光
発
電
所
向
け
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

（
パ
ワ
コ
ン
）、高
圧
盤
、変
圧
器
を
組
み
合

わ
せ
た
配
電
盤
シ
ス
テ
ム 

「
S
O
L
A
R

S
P
E
C
」は
、2
0
1
2
年
の
市
場
投
入

か
ら
4
年
間
で
売
上
げ
を
6
倍
に
伸
ば
し
、

今
や
同
社
の
売
上
げ
の
約
8
割
を
占
め
る

事
業
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。「
S
O
L
A
R

S
P
E
C
」は
パ
ワ
コ
ン
、高
圧
盤
、変
圧
器

等
を
一
体
化
し
た
こ
と
で
、従
来
の
シ
ス
テ
ム
よ

り
大
幅
な
省
ス
ペ
ー
ス
化
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実

現
し
た
。こ
の「
S
O
L
A
R 

S
P
E
C
」

の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、特
許
性
が
認
め
ら

れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、盤
筐
体
に
外
か
ら
取
り
付

け
ら
れ
た
変
圧
器
側
に
、盤
筐
体
内
の
高
圧

盤
を
配
置
し
た
点
だ
。ま
た
、こ
れ
に
よ
り
、

冷
却
に
要
す
る
電
力
を
大
幅
に
低
減
で
き

る
と
同
時
に
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
が
向
上
し
た
。

　

配
電
盤
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
同
社
が
太
陽
光

発
電
所
向
け
製
品
の
開
発
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
は
、2
0
0
9
年
に
自
社
工
場
に
太
陽

電
池
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
こ
と
だ
っ
た
。太
陽

電
池
パ
ネ
ル
の
施
工・設
計
に
つ
い
て
、取
引
の

あ
っ
た
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
社
員
を
派
遣

し
て
学
ん
だ
と
い
う
。四
国
電
力
の
松
山
太

陽
光
発
電
所
が
2
0
1
0
年
に
四
国
初
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
に
増
設
さ
れ
る
際
、接

続
盤
を
受
注
し
た
こ
と
か
ら
太
陽
光
発
電

事
業
に
本
格
参
入
し
、さ
ら
に
パ
ワ
コ
ン
の

メ
ー
カ
ー
と
技
術
交
流
を
す
る
な
ど
、開
発

に
向
け
た
知
見
を
高
め
て
いっ
た
。

　
「
最
初
か
ら
機
器
の一
体
化
を
目
指
し
、変

圧
器
は
、盤
筐
体
の
外
に
配
置
す
る
と
決
め

て
い
た
」と
言
う
の
は
、開
発
を
率
い
た
専
務

取
締
役・企
画
開
発
部
長
の
本
家
正
雄
さ
ん

だ
。変
圧
器
メ
ー
カ
ー
に
専
用
品
の
開
発
を

依
頼
し
、変
圧
器
に
目
指
す
機
能
を
持
た
せ

た
。こ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
変
圧
器
、高
圧

盤
、パ
ワ
コ
ン
等
の
機
器
を
一
体
化
し
つ
つ
、高

圧
電
流
の
流
れ
る
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
を
極
力
短

く
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
や
す
い
配
置
を
開
発

す
る
上
で
は
、配
電
盤
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
経

験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

難
し
か
っ
た
の
は
、未
知
の
領
域
だ
っ
た
盤

筐
体
内
の
熱
の
制
御
だ
っ
た
。シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ

ン
で
は
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
が
1
0
0
%
発
電

し
続
け
る
状
況
を
設
定
し
た
が
、実
際
に
は

発
電
量
が
大
き
く
変
動
し
、パ
ワ
コ
ン
の
発
熱

量
や
盤
筐
体
内
の
温
度
が
変
化
す
る
。こ
の

温
度
を
一
定
に
保
つ
た
め
に
、エ
ア
コ
ン
の
セ
ン

サ
ー
位
置
を
さ
ま
ざ
ま
に
試
し
た
と
い
う
。

「
次
の
受
注
も
来
て
い
ま
し
た
か
ら
、最
初
に

納
入
し
た
シ
ス
テ
ム
に
通
い
つ
め
て
1
カ
月
ほ

ど
で
調
整
し
ま
し
た
」と
、同
社
企
画
開
発
部

課
長
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長
の
石
本
光
丈

さ
ん
は
語
る
。通
常
、配
電
盤
は
顧
客
の
仕

様
に
合
わ
せ
て
個
別
に
つ
く
る
が
、全
て
の
機

器
を
一
体
化
し
て
販
売
す
る 

「
S
O
L
A
R

S
P
E
C
」は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
な
い
と
い
う

位
置
づ
け
だ
っ
た
た
め
、「
最
初
の
設
計
に
問

題
が
あ
れ
ば
、全
部
回
収
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
い
う
プ
レッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

今
や
同
社
の
売
上
げ
の
大
半
を
占
め
る

「
S
O
L
A
R 

S
P
E
C
」だ
が
、当
初
か

ら
社
内
で
賛
同
を
得
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
。本
家
さ
ん
、石
本
さ
ん
は
営
業

部
の
部
長
、四
国
営
業
課
長
の
肩
書
き
も
持

つ
が
、「
最
初
は
営
業
部
が
勝
手
に
や
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
た
」と
二
人
は
振
り
返
る
。

　

2
機
種
で
出
発
し
た 

「
S
O
L
A
R

S
P
E
C
」は
、現
在
、16
機
種
ま
で
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
増
や
し
て
い
る
。海
外
で
小
型
か
つ

安
価
な
配
電
盤
や
太
陽
光
発
電
所
向
け
の

機
器
が
続
々
と
開
発
さ
れ
、太
陽
光
発
電
を

巡
る
技
術
や
ト
レ
ン
ド
の
変
化
は
大
き
い
。こ

う
し
た
多
様
な
流
れ
に
も
対
応
し
、海
外
も

視
野
に
入
れ
た「
S
O
L
A
R 

S
P
E
C
」

の
展
開
を
し
て
い
く
上
で
、特
許
や
商
標
は

同
社
の
技
術
を
守
る
大
き
な
強
み
と
な
っ

て
い
る
。

「SOLAR SPEC」

全ての機器を一体化した
配電盤システム

特　　許　　第５１７７７８２号
　　　　　　第５７６１８８５号　ほか
商標登録　　第５８１２５６０号　ほか



知っておきたい！この技術

26 ナノ塗装

　

大
分
県
は
元
々
、清
酒
圏
で
生
産
量
・
消
費
量
と
も
に
清
酒
が
主
流
と

い
う
時
代
が
長
く
続
い
て
い
ま
し
た
。本
格
焼
酎
は
１
９
７
０
年
代
半
ば

ま
で
清
酒
の
粕
を
使
っ
た
粕
取
り
焼
酎
で
、当
時
、粕
取
り
焼
酎
の
生
産

量
も
蔵
元
の
数
も
福
岡
県
に
次
い
で
２
番
目
で
し
た
。そ
の
粕
取
り
焼
酎

は
原
料
に
米
麹
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、県
内
の
あ
る
蔵
元
が
す
ぐ
れ
た

麦
麹
の
開
発
に
成
功
し
、麹
も
仕
込
み
も
大
麦
と
い
う「
麦
１
０
０
％
」の

大
分
麦
焼
酎
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

麦
だ
け
で
つ
く
っ
た
こ
の
焼
酎
は
、低
温
・
減
圧
蒸
留
で
麦
の
香
ば
し
さ

を
出
し
な
が
ら
も
、ク
セ
の
な
い
、す
っ
き
り
と
し
た
口
あ
た
り
の
よ
い
味
わ

い
が
、東
京
な
ど
の
都
市
部
の
消
費
者
の
嗜
好
に
マ
ッ
チ
し
、そ
の
後
、瞬

く
間
に
大
分
麦
焼
酎
は
全
国
に
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

80
年
代
に
入
っ
て
、本
格
麦
焼
酎
の
生
産
量
は
急
激
に
増
え
、清
酒
を

逆
転
し
ま
し
た
。麦
１
０
０
％
の「
大
分
麦
焼
酎
」は
、い
ま
や
大
分
の
特

産
品
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、平
成
19
年
に
地
域
団
体
商
標
登
録
を
し
て

い
ま
す
。ま
た
、大
分
の
麦
焼
酎
生
産
量
は
、全
国
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

面
積
の
７
割
が
山
地
、山
林
を
占
め
る
大
分
県
。そ
の
山
々
に
端
を
発

す
る
多
く
の
水
系
が
清
流
と
な
っ
て
海
へ
注
い
で
い
ま
す
。大
分
の
麦
焼

酎
は
、こ
の
豊
か
な
水
と
良
質
の
原
料
、そ
れ
に
研
究
開
発
し
た
製
造
技

術
に
よ
っ
て
醸
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
分
の
麦
焼
酎
は
、こ
れ
ま
で
主
と
し
て
減
圧
蒸
留
で
ク
セ
の
少
な
い

飲
み
や
す
い
タ
イ
プ
が
主
流
で
し
た
が
、最
近
で
は
常
圧
蒸
留
で
コ
ク
の
あ

る
タ
イ
プ
も
注
目
さ
れ
て
、本
格
焼
酎
の
人
気
の
牽
引
に
一
役
買
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　かつて虎ノ門から赤
坂にかけ江戸城の外堀
の一部を構成する、溜

池と呼ばれる貯水池がありました。そして、そ
の東端には溜池の水が流れ落ちる「葵ヶ岡
の瀧」と呼ばれる瀧が作られました。葛飾北
斎や安藤広重も、この瀧のある風景を描いて
います。虎ノ門にある特許庁から外堀通りを
渡った反対側には未だ江戸城、城壁の一部
が残っています。広重の浮世絵とこの城壁の
位置を重ねてみると、まさに瀧があった場所
は特許庁の真ん前であったことがわかりま
す。もし皆さんが特許庁や隣の日本弁理士会
にいらっしゃる機
会がありましたら、
目の前にドゥドゥと
音を立てて水が
落ちる瀧があった
ことを想像してみ
て下さい。きっと
風景が違って見
えることでしょう。
（弁理士 中川裕幸）

大分麦焼酎
地域団体商標登録

第5027126号〈大分麦焼酎〉
  第5059613号〈大分むぎ焼酎〉

写真提供：大分県酒造組合

第　　話9

特許庁前の
幻の瀧

　ナノテクノロジーは塗装の分野でも大きな変革をもたらしている。

建物の外装用水性塗料では、エマルジョン樹脂を超微粒子にした製

品が市場に投入されている。その特徴として撥水性による防汚効果

や耐候性、耐熱性などが挙げられる。さらに無機質のシリカ(二酸化ケ

イ素)を含む樹脂、あるいはシリカを樹脂で包んだ超微粒子で塗膜を

形成するなどの新技術で防汚性、防カビ性などの機能を高めたもの

もある。

　同様の技術を用いたコーティング剤も開発されており、自動車産

業では欧米の製品が導入されている。防汚・防錆効果のほか、傷つき

にくいなどのメリットもある。さらに撥水性、撥油性に優れたコーティ

ング剤は洗車不要の自動車を実現するとして注目されている。

　塗料やコーティング剤でナノ粒子の製品が抱える課題は、高コスト

と塗装の難しさである。コストの低減につながる樹脂などの研究も重

要だが、需要を高めるには塗装現場における作業の容易性も求めら

れているようだ。すでに産学協同研究から生まれた製品もあり、そう

したアプローチも有効だろう。

※このコーナーに掲載御希望の方は、“特産品”のプロフィール・連絡先を ＦＡＸ：03-3519-2706 又は
　メール：panf@jpaa.or.jp までお送りください。

「安藤広重・
江戸名勝図会」

城壁

瀧

特許庁
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